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韓
国
に
お
け
る
ク
ー
デ
タ
ー
の
失
敗
と
成
功
の
要
因

宮　

本　
　

悟

は
じ
め
に

一
九
四
八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
を
宣
言
し
た
南
北
朝
鮮
は
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
つ
い
て
対
照
的
な
歴
史
を
経
て
き
た
。
朝
鮮
半
島
北
部

を
実
質
的
な
統
治
領
域
と
す
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝
鮮
）
で
は
、
一
度
も
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
朝
鮮
半
島
南
部
を
実
質
的
な
統
治
領
域
と
す
る
韓
国
は
、
二
度
も
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
軍
事
政
権
（M

ilitary 

Junta

）
が
成
立
し
た
）
1
（

。
近
代
化
以
降
の
北
東
ア
ジ
ア
全
体
で
も
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
軍
事
政
権
が
成
立
し
た
の
は
韓
国
し
か
な

い
。
そ
の
意
味
で
は
、
韓
国
の
政
軍
関
係
は
、
朝
鮮
半
島
の
み
な
ら
ず
、
北
東
ア
ジ
ア
で
も
希
少
な
事
例
で
あ
る
。

ク
ー
デ
タ
ー
発
生
に
関
し
て
南
北
朝
鮮
が
大
き
く
異
な
る
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
研

究
か
ら
説
明
可
能
で
あ
る
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
に
よ
る
と
、
軍
部
の
政
治
介
入
の
可
能
性
を
高
め
る
第
一
の
要
因
は
、
軍
隊
に
あ
る
の
で
は
な

く
文
民
側
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
制
度
が
弱
く
、
文
民
政
府
が
分
裂
し
て
い
れ
ば
、
軍
部
が
政
治
に
介
入
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
）
2
（

。
韓

国
の
事
例
で
も
、
一
九
六
一
年
五
月
一
六
日
と
一
九
七
九
年
一
二
月
一
二
日
に
発
生
し
た
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
は
、
発
生
以
前
に
大
規
模
デ

モ
や
要
人
暗
殺
な
ど
で
政
府
が
混
乱
し
て
い
た
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
議
論
に
よ
る
と
、
一
党
独
裁
で
強
固
な
政
府
が
あ
る
北
朝
鮮
よ
り
も
、
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大
規
模
デ
モ
や
要
人
暗
殺
な
ど
で
政
府
が
混
乱
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
韓
国
は
、
軍
部
の
政
治
介
入
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え

る
。し

か
し
、
同
じ
韓
国
で
も
、
政
府
が
混
乱
し
て
い
た
時
期
の
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
で

知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
朝
鮮
戦
争
の
最
中
で
あ
る
一
九
五
二
年
五
月
二
六
日
に
発
生
し
た
釜
山
政
治
波
動
で
あ
る
。
釜
山
政
治
波
動
と
は
、

当
時
、
間
選
制
で
あ
っ
た
大
統
領
選
挙
を
直
選
制
に
す
る
た
め
に
、
臨
時
首
都
で
あ
る
釜
山
と
そ
の
周
辺
に
李
承
晩
大
統
領
が
非
常
戒
厳
令

を
宣
布
し
、
国
会
議
員
を
拘
束
し
た
事
件
で
あ
る
。
国
会
議
員
拘
束
は
、
国
会
の
み
な
ら
ず
、
陸
軍
や
米
国
の
強
い
反
発
を
招
き
、
陸
軍
幹

部
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
た
。
し
か
し
、
計
画
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
、
ク
ー
デ
タ
ー
は
起
き
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
政

治
制
度
や
文
民
政
府
の
分
裂
だ
け
で
は
説
明
し
が
た
い
。

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
議
論
か
ら
は
次
の
よ
う
な
疑
問
も
提
起
で
き
る
。
政
治
制
度
や
文
民
政
府
の
分
裂
が
軍
部
の
政
治
介
入
を
招
く
の
で
あ

れ
ば
、
反
対
に
軍
隊
の
分
裂
は
軍
部
の
政
治
介
入
を
抑
制
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ー
は
、
軍
隊
の
団
結
が

な
け
れ
ば
ク
ー
デ
タ
ー
に
失
敗
す
る
と
論
じ
て
い
る
）
3
（

。
こ
の
疑
問
は
他
の
論
者
の
指
摘
か
ら
も
導
か
れ
る
。
ア
モ
ス
・
パ
ー
ル
マ
タ
ー
）
4
（

や
エ

リ
ッ
ク
・
ノ
ー
ド
リ
ン
ガ
ー
）
5
（

は
、
軍
人
の
団
結
意
識
が
政
治
介
入
の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
反
対
に
、
軍
隊
が
団
結
意

識
を
持
た
ず
、
分
裂
し
て
い
れ
ば
、
軍
部
の
政
治
介
入
を
抑
制
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

軍
隊
の
分
裂
に
は
、
ど
う
い
う
も
の
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。
フ
ァ
イ
ナ
ー
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
成
功
の
た
め
に
は
、
軍
隊
内
の
勢
力
関
係

の
均
衡
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
論
じ
て
い
る
）
6
（

。
す
な
わ
ち
、
軍
隊
内
の
勢
力
関
係
で
ク
ー
デ
タ
ー
が
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と

い
え
る
。
実
際
、
軍
隊
が
団
結
し
て
い
な
け
れ
ば
、
政
府
に
味
方
す
る
軍
隊
の
派
閥
が
出
て
く
る
）
7
（

。
政
府
の
味
方
と
な
っ
た
軍
隊
の
派
閥
の

一
部
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
軍
人
を
挫
折
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
）
8
（

。

ま
た
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
全
体
主
義
体
制
の
軍
隊
に
お
い
て
は
、
軍
人
を
競
合
的
な
単
位
に
分
割
し
て
、
軍
部
の
政
治
介
入
を
抑
え
て

い
る
と
論
じ
て
い
る
）
9
（

。
実
際
に
は
、
全
体
主
義
体
制
に
限
ら
な
い
。
軍
隊
を
分
割
す
る
制
度
と
し
て
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
軍
隊
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を
陸
軍
と
海
軍
、
空
軍
に
分
割
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
主
義
国
家
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
制
も
、
軍
隊
を
分
割
す

る
制
度
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
）
10
（

や
モ
ー
リ
ス
・
ジ
ャ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
）
11
（

は
、
全
体
主
義
体
制
で
は
、
支
配
政
党
の
軍
隊
や
特
殊
な
軍
隊
を
組
織
し
た

り
、
独
立
し
た
命
令
系
統
を
持
つ
準
軍
事
組
織
を
設
け
た
り
し
て
、
軍
隊
に
対
抗
す
る
こ
と
で
軍
部
の
政
治
介
入
を
抑
え
て
い
る
と
論
じ
て

い
る
。
こ
れ
も
必
ず
し
も
全
体
主
義
体
制
に
限
ら
な
い
。
様
々
な
国
家
で
準
軍
事
組
織
は
存
在
す
る
。

以
上
の
議
論
か
ら
、
軍
部
の
政
治
介
入
を
抑
制
す
る
も
の
は
「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」、「
②
軍
隊
を
分
割
す
る
制
度
」、「
③
軍
隊
に
対

抗
で
き
る
組
織
」
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
な
わ
ち
、
軍
隊
の
命
令
系
統
を
分
割
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
北
朝
鮮
の
政
軍

関
係
に
お
い
て
、
こ
の
三
つ
の
要
因
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
抑
制
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
あ
る
）
12
（

。
韓
国
の
政
軍
関
係
で
も
、
軍

隊
の
命
令
系
統
の
分
割
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
抑
制
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
韓
国
に
お
け
る
三
つ
の
事
例
か
ら
、
軍
隊
の
命
令
系
統
の
分
割
と
ク
ー
デ
タ
ー
の
発
生
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。
韓
国
に

お
け
る
三
つ
の
事
例
と
は
、
一
九
五
二
年
五
月
二
六
日
の
釜
山
政
治
波
動
と
一
九
五
一
年
五
月
一
六
日
の
朴
正
煕
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
、

一
九
七
九
年
一
二
月
一
二
日
の
全
斗
煥
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
る
。
釜
山
政
治
波
動
は
ク
ー
デ
タ
ー
の
未
遂
事
例
で
あ
り
、
朴
正
煕
に
よ

る
ク
ー
デ
タ
ー
と
全
斗
煥
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
は
成
功
事
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
命
令
系
統
の
分
割
に
お
い
て
異
な

る
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
軍
隊
の
命
令
系
統
の
分
割
と
ク
ー
デ
タ
ー
発
生
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

1
．
韓
国
に
お
け
る
軍
隊
の
特
徴

命
令
系
統
の
分
割
の
視
点
か
ら
韓
国
の
正
規
軍
で
あ
る
国
軍
（
以
下
、
韓
国
軍
）
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。
韓
国
軍
は
、
創
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軍
当
時
、
出
身
別
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
に
よ
る
派
閥
抗
争
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
の
抗
争
は
、
粛
清
な
ど
に
よ
っ
て
一
九
五
〇
年
の
朝

鮮
戦
争
ま
で
に
か
な
り
解
消
さ
れ
て
は
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
続
い
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
は
、
軍
隊
内
に
若
手

の
エ
リ
ー
ト
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
韓
国
の
政
軍
関
係
で
は
、「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」
に
関
し
て
、
派
閥
の
み
な
ら

ず
、
様
々
な
形
を
含
め
た
軍
隊
内
に
お
け
る
勢
力
集
団
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
韓
国
軍
に
は
「
②
軍
隊
を
分
割
す
る
制
度
」
に
該
当
す
る
も
の
が
見
つ
か
ら
な
い
。
ま
ず
、
軍
種
に
よ
る
軍
隊
の
分
割
で
あ
る

が
、
韓
国
軍
で
は
空
軍
や
海
軍
に
比
べ
て
、
陸
軍
の
権
力
が
は
る
か
に
強
い
た
め
競
合
的
な
分
割
に
な
っ
て
い
な
い
。
国
防
部
長
官
（
防
衛

大
臣
の
相
当
）
を
補
佐
し
て
陸
海
空
軍
を
指
揮
す
る
合
同
参
謀
部
の
議
長
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
ま
で
の
三
五
名
（
三
七
代
）
の
う
ち
三
四

名
（
三
六
代
）
が
陸
軍
大
将
で
あ
る
）
13
（

。
空
軍
や
海
軍
で
は
、
陸
軍
を
抑
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
韓
国
軍
で
は
政
軍
関
係
で
は
、
空
軍
と
海
軍

の
力
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
北
朝
鮮
の
朝
鮮
人
民
軍
の
よ
う
に
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ソ
連
や
中
国
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め

も
あ
る
が
、
米
軍
の
反
対
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。
米
軍
は
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
ど
こ
ろ
か
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
担
当
部
署
の
設
置
に
も
反
対
し
た
。

一
九
四
八
年
一
一
月
二
九
日
に
国
防
部
内
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
担
当
の
第
二
局
（
別
名
、
政
治
局
）
が
設
置
さ
れ
た
が
、
米
軍
事
顧
問
団

団
長
で
あ
る
ロ
バ
ー
ツ
（W
. L. R

oberts

）
准
将
は
、
軍
部
内
に
政
治
的
任
務
を
帯
び
た
部
署
を
創
設
す
る
の
は
ヒ
ト
ラ
ー
や
共
産
主
義
体

制
以
外
に
は
な
い
と
し
て
反
対
し
、
第
二
局
を
閉
鎖
さ
せ
た
）
14
（

。
た
と
え
、
韓
国
政
府
が
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
を
設
け
よ
う
と
し
て
も
、
米
軍
の
反

対
に
よ
っ
て
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
韓
国
軍
に
関
し
て
は
「
②
軍
隊
を
分
割
す
る
制
度
」
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

「
③
軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
に
つ
い
て
は
、
韓
国
の
場
合
に
は
在
韓
国
連
軍
（
在
韓
米
軍
）
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
う
る
。
な
ぜ

な
ら
、
韓
国
軍
の
作
戦
指
揮
権
は
、
在
韓
国
連
軍
司
令
官
（
現
在
は
米
韓
連
合
司
令
官
）
が
行
使
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
制
度
は
、
朝
鮮
戦
争
の
最
中
で
あ
る
一
九
五
〇
年
七
月
一
四
日
に
李
承
晩
大
統
領
が
国
軍
の
作
戦
指
揮
権
を
国
連
軍
司
令
官
に
移
譲
し
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て
か
ら
始
ま
っ
た
。
朴
正
煕
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
国
内
問
題
に
関
し
て
は
国
連
軍
司
令
官
が
指
揮
権
を
発
動
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た

が
、
少
な
く
と
も
釜
山
政
治
波
動
と
朴
正
煕
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
関
し
て
は
、
在
韓
国
連
軍
の
動
向
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
朴
正

煕
政
権
で
は
、
中
央
情
報
部
な
ど
、
国
軍
と
は
性
質
が
異
な
る
が
、
武
力
組
織
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
韓
国
の
政
軍
関
係
に
お
い
て
は
、「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」「
③
軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
韓
国
の
三
つ
の
事
例
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
つ
の
要
因
に
注
目
し
て
、
軍
隊
の
命
令
系
統
の
分
割
と
ク
ー
デ
タ
ー
発
生
の
関
係
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
た
い
。

2
．
釜
山
政
治
波
動
に
お
け
る
ク
ー
デ
タ
ー
計
画

釜
山
政
治
波
動
は
、
国
会
で
選
出
さ
れ
る
間
選
制
の
大
統
領
と
国
会
の
対
立
に
起
因
す
る
。
任
期
が
間
近
に
迫
り
な
が
ら
、
国
会
議
員
か

ら
の
支
持
が
低
い
た
め
に
再
任
の
可
能
性
が
少
な
い
李
承
晩
大
統
領
は
、
一
九
五
一
年
一
一
月
三
〇
日
に
国
民
投
票
に
よ
る
直
選
制
大
統
領

の
改
憲
案
を
国
会
に
提
出
し
た
が
、
一
九
五
二
年
一
月
一
八
日
に
否
決
さ
れ
た
。
反
対
に
、
四
月
一
七
日
に
国
会
議
員
一
二
三
名
（
在
職
議

員
一
七
五
名
、
全
議
員
二
一
〇
名
）
が
議
員
内
閣
制
に
移
行
す
る
改
憲
案
を
国
会
に
提
出
す
る
と
、
五
月
一
四
日
に
李
承
晩
は
再
び
直
選
制

の
改
憲
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
五
月
二
六
日
に
国
会
で
二
つ
の
改
憲
案
の
表
決
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
李
承
晩
は
五
月
二
四
日

に
翌
二
五
日
午
前
〇
時
か
ら
嶺
南
地
区
と
い
わ
れ
る
釜
山
一
帯
に
臨
時
戒
厳
令
を
宣
布
し
、
戒
厳
司
令
官
に
総
参
謀
長
で
あ
る
李
鍾
賛
を
任

命
し
、
さ
ら
に
嶺
南
地
区
戒
厳
司
令
官
に
憲
兵
司
令
官
で
あ
る
元
容
徳
を
任
命
し
た
。
元
容
徳
指
揮
下
の
憲
兵
部
隊
は
、
二
五
日
に
一
名
、

二
六
日
未
明
に
四
名
の
議
員
を
連
行
し
た
。
さ
ら
に
、
二
六
日
午
前
に
は
登
院
す
る
四
五
名
の
国
会
議
員
が
搭
乗
し
て
い
る
バ
ス
を
連
行
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し
、
議
員
を
し
ば
ら
く
拘
束
し
、
そ
の
中
で
四
名
を
逮
捕
し
た
）
15
（

。
二
六
日
の
午
後
一
時
ま
で
に
登
院
し
た
議
員
は
五
六
名
に
過
ぎ
ず
、
表
決

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
）
16
（

。
さ
ら
に
、
議
員
逮
捕
は
続
き
、
全
員
で
一
二
名
が
逮
捕
さ
れ
た
。

釜
山
政
治
波
動
に
よ
っ
て
、
大
統
領
と
陸
軍
幹
部
の
間
で
対
立
が
起
き
た
。
戒
厳
司
令
官
で
も
あ
る
総
参
謀
長
の
李
鍾
賛
は
、
二
六
日
に

陸
軍
本
部
訓
令
第
二
一
六
号
を
発
し
、
戒
厳
令
実
施
地
域
内
の
各
部
隊
に
総
参
謀
長
の
命
令
な
く
出
動
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
）
17
（

。
本
来
で

あ
れ
ば
憲
兵
部
隊
も
総
参
謀
長
の
指
揮
下
に
あ
る
が
、
憲
兵
司
令
官
で
も
あ
る
元
容
徳
は
嶺
南
地
区
戒
厳
司
令
官
と
し
て
憲
兵
部
隊
（
二
個

中
隊
）
を
動
員
し
た
。
さ
ら
に
、
国
防
長
官
で
あ
る
申
泰
英
が
戒
厳
令
に
野
戦
部
隊
二
個
大
隊
を
投
入
す
る
こ
と
を
大
邱
に
あ
る
陸
軍
本
部

に
命
令
し
て
き
た
。
陸
軍
本
部
で
は
五
月
二
七
日
に
参
謀
会
議
で
こ
の
命
令
を
拒
否
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
李
鍾
賛
は
、
作
戦
教
育
局
次
官

で
あ
る
朴
正
煕
が
起
草
し
た
陸
軍
本
部
訓
令
第
二
一
七
号
を
発
令
し
、
軍
人
が
政
治
に
関
与
せ
ず
、
軍
人
の
本
分
を
全
う
す
る
こ
と
を
求
め

た
）
18
（

。陸
軍
に
命
令
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
に
、
五
月
二
八
日
に
李
承
晩
は
、
大
邱
に
い
る
李
鍾
賛
を
釜
山
に
呼
び
、
国
連
軍
司
令
官
で
あ

る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
（Jam

es A
. Van Fleet

）
と
李
承
晩
、
元
容
徳
、
申
泰
英
、
李
鍾
賛
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
た
が
、

李
鍾
賛
と
ヴ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
は
野
戦
部
隊
投
入
に
最
後
ま
で
反
対
し
、
結
論
は
出
な
か
っ
た
。
陸
軍
と
国
連
軍
は
、
大
統
領
命
令
を
受
け

入
れ
な
い
こ
と
で
、
同
じ
意
見
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
結
局
、
元
容
徳
は
、
憲
兵
や
工
兵
部
隊
な
ど
非
戦
闘
部
隊
に
よ
っ
て
戒
厳
業
務
を

続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
）
19
（

。

議
員
拘
束
に
対
し
て
、
二
八
日
に
国
会
は
釜
山
市
の
戒
厳
令
解
除
を
決
議
し
、
二
九
日
に
副
大
統
領
で
あ
る
金
性
洙
は
辞
表
を
提
出
し
て

抗
議
し
た
）
20
（

。
米
大
統
領
で
あ
る
ハ
リ
ー
・
ト
ル
ー
マ
ン
（H

arry S. T
rum

an

）
は
戒
厳
令
を
解
除
す
る
こ
と
を
迫
る
覚
書
を
六
月
三
日
に

李
承
晩
に
送
っ
た
）
21
（

。
米
国
と
国
会
の
反
対
に
よ
っ
て
、
李
承
晩
の
立
場
は
危
う
く
な
っ
た
。

釜
山
政
治
波
動
に
よ
っ
て
、
韓
国
陸
軍
本
部
で
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
た
。
総
参
謀
長
秘
書
室
長
で
あ
っ
た
安
光
鎬
の
回

顧
に
よ
る
と
、
六
月
二
、
三
日
に
陸
軍
本
部
で
は
、
事
態
収
拾
の
た
め
に
、
二
個
大
隊
を
釜
山
に
送
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
参
謀
長
と
総
参
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謀
次
長
が
不
参
加
の
ま
ま
参
謀
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
朴
正
煕
や
金
宗
勉
（
情
報
局
長
）、
楊
國
鎭
（
軍
需
局
長
）、
金
鍾

五
（
人
事
局
長
）
な
ど
が
参
加
し
た
。
そ
れ
は
、
李
承
晩
の
命
令
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
二
個
大
隊
に
よ
っ
て
元
容
徳
が
率
い
る

憲
兵
部
隊
を
牽
制
し
、
国
会
議
員
に
よ
る
決
議
に
よ
っ
て
李
承
晩
を
失
脚
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
）
22
（

。

し
か
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
反
対
す
る
者
も
い
た
た
め
、
参
謀
会
議
は
分
裂
し
、
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
収
拾
の
た
め
に
金
鍾
五

は
、
総
参
謀
長
の
決
断
を
仰
ぐ
こ
と
を
提
案
し
、
ま
ず
、
総
参
謀
次
長
で
あ
る
劉
載
興
が
会
議
に
呼
ば
れ
た
。
劉
載
興
は
、
陸
軍
本
部
訓
令

第
二
一
七
号
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を
全
員
に
伝
え
、
二
個
大
隊
を
釜
山
に
送
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
報
告
を
受
け
た
李
鍾

賛
は
劉
載
興
の
意
見
を
受
け
入
れ
、
二
個
大
隊
を
釜
山
に
送
る
計
画
は
霧
散
し
た
）
23
（

。
陸
軍
幹
部
の
一
部
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
た
が
、
考

え
方
の
相
違
に
よ
っ
て
参
謀
会
議
が
分
裂
し
た
た
め
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
せ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

国
連
軍
司
令
部
で
も
軍
事
力
に
よ
っ
て
内
政
に
干
渉
し
、
米
国
側
の
要
求
を
李
承
晩
大
統
領
に
実
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
議
論
が
六
月
一
八

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
反
対
意
見
も
多
く
、
内
政
干
渉
計
画
が
樹
立
し
た
の
は
、
七
月
五
日
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
ど
う
し

て
も
事
態
が
収
拾
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
の
み
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
）
24
（

。
そ
の
間
に
、
事
態
は
収
拾
さ
れ
て
い
た
。
議
員
拘
束

に
よ
っ
て
混
乱
し
た
事
態
を
収
拾
す
る
た
め
に
、
大
統
領
直
選
制
案
と
内
閣
責
任
制
案
を
折
衷
し
た
改
憲
案
が
作
成
さ
れ
、
七
月
四
日
に
国

会
を
通
過
し
た
。
戒
厳
令
は
続
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
旦
事
態
は
収
拾
さ
れ
、
李
承
晩
の
立
場
は
回
復
し
た
。

大
統
領
と
対
立
し
た
た
め
に
、
七
月
二
二
日
に
李
鍾
賛
は
解
任
さ
れ
、
退
役
に
追
い
込
ま
れ
た
。
八
月
五
日
の
大
統
領
選
挙
で
再
び
大
統

領
に
当
選
し
た
李
承
晩
は
、
軍
隊
を
統
制
す
る
た
め
に
反
目
す
る
三
名
の
大
将
を
順
番
に
要
職
に
付
け
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
白
善
燁
（
西

北
派
）、
丁
一
權
（
東
北
派
）、
李
亨
根
（
中
南
部
派
）
で
あ
る
。
李
鍾
賛
の
後
任
の
陸
軍
総
参
謀
長
は
、
白
善
燁
、
丁
一
權
、
李
亨
根
、
白

善
燁
、宋
堯
贊
（
無
派
閥
）
が
順
に
就
任
し
た
）
25
（

。
さ
ら
に
、一
九
五
四
年
五
月
三
日
に
大
統
領
諮
問
機
関
と
し
て
連
合
参
謀
本
部
（
一
九
六
三

年
五
月
二
〇
日
に
合
同
参
謀
本
部
に
組
織
改
編
）
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
本
部
長
に
も
李
亨
根
、
丁
一
權
、
劉
載
興
（
無
派
閥
）、
白
善
燁
が

順
に
就
任
し
た
）
26
（

。
さ
ら
に
、
特
務
隊
長
で
あ
る
金
昌
龍
と
憲
兵
隊
長
で
あ
る
元
容
徳
は
、
本
来
の
軍
隊
の
命
令
系
統
を
無
視
し
て
、
李
承
晩
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が
個
人
的
な
関
係
を
利
用
し
、
直
接
指
示
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
李
承
晩
は
、
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
を
利
用
し
て
、
軍
隊
を
統
制
し
て

い
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
を
利
用
し
た
統
制
は
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
派
閥
抗
争
の
末
、
一
九
五
六
年
一
月
三
〇
日
に
金
昌
龍

は
東
北
派
の
将
校
に
暗
殺
さ
れ
た
。
ま
た
、
丁
一
權
（
一
九
五
七
年
一
月
）
と
李
亨
根
（
一
九
五
九
年
八
月
）
が
次
々
と
退
役
し
た
た
め
、

李
承
晩
政
権
末
期
に
は
派
閥
抗
争
は
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
。
政
権
末
期
に
お
け
る
李
承
晩
の
軍
隊
に
対
す
る
統
制
は
、
以
前
ほ
ど
に
は
作
用

し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．
朴
正
煕
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー

一
九
六
〇
年
三
月
一
五
日
の
国
会
議
員
選
挙
の
不
正
に
起
因
す
る
大
規
模
な
デ
モ
が
四
月
一
九
日
か
ら
発
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
六

日
に
李
承
晩
は
大
統
領
辞
任
の
意
思
を
表
明
し
、
翌
二
七
日
に
辞
表
を
国
会
に
提
出
し
て
、
退
陣
し
た
。
そ
の
後
、
許
政
暫
定
政
権
の
下
で

六
月
一
五
日
に
憲
法
が
改
正
さ
れ
、
八
月
一
三
日
に
議
院
内
閣
制
で
あ
る
張
勉
政
権
が
成
立
し
た
が
、
一
年
足
ら
ず
で
約
二
〇
〇
〇
に
も
及

ぶ
デ
モ
が
断
続
的
に
行
わ
れ
る
ほ
ど
、
不
安
定
な
政
府
で
あ
っ
た
。

丁
一
權
や
李
亨
根
が
退
役
し
た
後
の
国
軍
も
、
李
承
晩
政
権
に
協
力
し
た
将
校
に
対
す
る
処
罰
等
を
求
め
る
整
軍
運
動
を
め
ぐ
っ
て
分
裂

し
て
い
た
。
整
軍
運
動
の
賛
成
派
も
反
対
派
も
左
遷
さ
れ
た
り
、
予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
り
し
た
。
李
承
晩
政
権
で
活
躍
し
た
白
善
燁
は

五
月
三
一
日
、
宋
堯
贊
は
七
月
二
〇
日
に
退
役
し
、
元
容
徳
は
七
月
二
八
日
に
解
任
後
、
軍
法
会
議
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
整
軍
運
動
の

中
心
人
物
で
あ
る
朴
正
煕
や
金
鍾
泌
も
左
遷
さ
れ
た
り
、
予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
り
し
た
。
一
九
六
〇
年
四
月
一
九
日
か
ら
一
九
六
一
年
五

月
一
六
日
ま
で
の
約
一
年
間
で
、
国
防
長
官
は
四
回
、
陸
軍
参
謀
総
長
は
三
回
入
れ
替
わ
っ
た
。
四
月
一
九
日
か
ら
一
九
六
一
年
末
ま
で
予
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備
役
に
編
入
さ
れ
た
将
官
級
将
校
は
、
二
一
名
に
も
な
る
）
27
（

。
徐
々
に
軍
隊
内
の
対
立
は
表
面
上
沈
静
化
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
中
で
ク
ー
デ

タ
ー
計
画
は
進
行
し
て
い
た
。

ク
ー
デ
タ
ー
の
中
心
勢
力
と
な
っ
た
の
は
、
整
軍
運
動
を
推
進
す
る
金
鍾
泌
な
ど
陸
軍
士
官
学
校
第
八
期
生
出
身
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

九
月
一
〇
日
に
国
防
長
官
で
あ
る
玄
錫
虎
に
整
軍
運
動
を
建
議
し
た
が
、
拒
否
さ
れ
た
た
め
ク
ー
デ
タ
ー
を
決
心
し
た
）
28
（

。
金
鍾
泌
と
朴
正
煕

は
、
第
八
期
生
を
中
心
に
部
隊
を
動
員
で
き
る
同
志
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
朴
正
煕
は
四
月
一
〇
日
に
陸
軍
参
謀
総
長
で
あ
る
張

都
英
か
ら
ク
ー
デ
タ
ー
黙
認
の
了
解
を
取
っ
て
、
陸
軍
の
中
心
勢
力
を
味
方
に
引
き
入
れ
た
。

ク
ー
デ
タ
ー
計
画
は
何
度
も
修
正
さ
れ
た
が
、
五
月
一
五
日
午
前
九
時
に
陸
軍
作
戦
参
謀
部
公
式
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
ク
ー
デ
タ
ー
作
戦
で

あ
る
烽
火
作
戦
が
発
動
さ
れ
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
軍
は
五
月
一
六
日
に
首
都
ソ
ウ
ル
を
占
領
し
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
軍
は
戒
厳
令
を
宣
布
し
、
議

会
を
解
散
さ
せ
、
最
高
統
治
機
構
と
し
て
張
都
英
を
議
長
と
す
る
軍
事
革
命
委
員
会
を
設
置
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
失
敗
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
朴
正
煕
に
反
対
す
る
勢
力
は
、
陸
軍
に
も
国
連
軍
司
令
部
に

も
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
国
連
軍
指
揮
下
の
野
戦
部
隊
に
よ
る
反
撃
が
考
え
ら
れ
た
。
し
か
も
、
野
戦
部
隊
を
率
い
る
国
連
軍
司
令

官
で
あ
る
マ
グ
ル
ー
ダ
（C

arter B
. M

agruder

）
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
部
隊
の
原
隊
復
帰
を
一
六
日
に
発
表
し
て
お
り
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
反

対
し
て
い
た
。
同
日
、
在
韓
米
国
大
使
館
も
ク
ー
デ
タ
ー
に
反
対
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
一
七
日
に
は
国
連
軍
司
令
部
に
よ
っ
て
反
撃
計

画
が
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
部
隊
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
支
持
し
た
上
に
、
尹
潽
善
大
統
領
が
流
血
を
望
ま
な
い
こ
と
を
各
部
隊
に
書

簡
で
伝
え
た
た
め
、
反
撃
が
困
難
に
な
っ
た
。
反
撃
の
主
力
と
な
る
第
一
軍
司
令
官
の
李
翰
林
は
一
八
日
早
朝
に
ク
ー
デ
タ
ー
軍
か
ら
派
遣

さ
れ
た
憲
兵
に
逮
捕
さ
れ
た
。
同
日
、
張
勉
内
閣
が
総
辞
職
を
発
表
し
た
た
め
、
米
国
務
省
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
反
撃

計
画
は
挫
折
し
た
）
29
（

。
韓
国
軍
は
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
部
隊
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
支
持
し
て
い
た
た
め
、
反
撃
計
画
は
挫
折
し
た

と
い
え
よ
う
。

一
八
日
に
軍
事
革
命
委
員
会
は
、
国
家
再
建
最
高
会
議
に
改
称
し
、
軍
事
政
権
が
成
立
し
た
。
政
権
成
立
後
か
ら
朴
正
煕
は
、
軍
隊
内
の
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反
対
勢
力
の
粛
清
を
始
め
た
。
そ
れ
は
、
六
月
一
〇
日
に
金
鍾
泌
が
中
央
情
報
部
を
創
設
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
格
的
に
始
ま
る
。
中
央

情
報
部
は
、
国
家
再
建
最
高
会
議
の
直
属
組
織
で
あ
り
、
軍
隊
か
ら
独
立
し
た
準
軍
事
組
織
で
あ
る
。
中
央
情
報
部
に
よ
る
最
初
の
粛
清
対

象
が
張
都
暎
で
あ
っ
た
。
七
月
三
日
に
張
都
暎
は
、
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
を
辞
任
し
た
。
代
わ
っ
て
、
朴
正
煕
が
議
長
に
就
任
し
た
。

さ
ら
に
、
七
月
九
日
に
張
都
暎
な
ど
四
五
名
が
反
革
命
行
為
で
拘
束
さ
れ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
）
30
（

。
一
九
六
一
年
七
月
か
ら
一
九
六
二
年

四
月
ま
で
一
四
〇
名
が
反
革
命
行
為
で
検
挙
さ
れ
た
が
、
九
一
名
が
中
央
情
報
部
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
七
一
名
が
軍
人
で
あ

る
）
31
（

。
中
央
情
報
部
に
よ
っ
て
、
朴
正
煕
政
権
は
軍
隊
内
の
反
対
勢
力
を
一
掃
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

軍
隊
内
の
反
対
勢
力
を
粛
清
し
続
け
た
軍
事
政
権
は
、
二
年
七
ヶ
月
間
続
い
た
。
そ
の
間
、
実
権
の
な
い
大
統
領
で
あ
る
尹
潽
善
は

一
九
六
二
年
三
月
二
三
日
に
辞
任
し
、
朴
正
煕
は
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
兼
大
統
領
代
行
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
、
民
政
移
管
方
針
に

よ
っ
て
一
九
六
三
年
一
〇
月
一
五
日
に
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
、
朴
正
煕
が
当
選
し
た
。
国
家
再
建
最
高
会
議
は
一
二
月
一
六
日
に
解
散

し
、
一
七
日
に
国
会
が
復
活
し
て
、
朴
正
煕
は
大
統
領
に
就
任
し
た
。

4
．
全
斗
煥
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー

一
九
七
九
年
一
〇
月
二
六
日
に
中
央
情
報
部
長
で
あ
る
金
載
圭
が
、
朴
正
煕
大
統
領
と
警
護
室
長
で
あ
る
車
智
澈
を
暗
殺
し
た
。
二
七
日

未
明
に
金
載
圭
は
逮
捕
さ
れ
、
非
常
戒
厳
令
が
全
国
に
布
か
れ
た
。
陸
軍
参
謀
総
長
で
あ
る
鄭
昇
和
が
戒
厳
司
令
官
に
就
任
し
、
保
安
司
令

官
で
あ
る
全
斗
煥
が
戒
厳
司
令
部
合
同
捜
査
本
部
長
に
就
任
し
て
事
件
の
捜
査
を
進
め
た
。

朴
正
煕
政
権
に
お
い
て
国
軍
以
外
で
武
力
を
持
つ
中
央
情
報
部
は
、
部
長
が
大
統
領
を
暗
殺
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
捜
査
の
対
象
と
な
り
、

力
を
失
っ
た
）
32
（

。
た
だ
し
、
国
軍
も
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
国
軍
で
は
、
捜
査
過
程
に
お
い
て
鄭
昇
和
と
全
斗
煥
が
対
立
し
始
め
た
。
一
二
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月
一
二
日
に
部
隊
を
率
い
た
全
斗
煥
は
、
大
統
領
暗
殺
に
関
係
し
た
嫌
疑
で
鄭
昇
和
を
逮
捕
し
た
。
逮
捕
の
際
に
銃
撃
戦
と
な
り
、
全
斗
煥

が
率
い
る
部
隊
は
国
防
部
や
陸
軍
本
部
を
占
領
し
た
）
33
（

。

さ
ら
に
、
全
斗
煥
か
ら
戒
厳
司
令
官
逮
捕
に
つ
い
て
決
裁
を
求
め
ら
れ
た
大
統
領
代
行
で
あ
る
崔
圭
夏
が
国
防
長
官
の
承
認
が
な
い
こ
と

を
理
由
に
拒
否
し
た
た
め
、
全
斗
煥
は
国
防
長
官
で
あ
る
盧
載
鉉
の
身
柄
も
確
保
し
た
。
崔
圭
夏
も
盧
載
鉉
も
全
斗
煥
の
要
求
を
認
め
、
後

任
の
陸
軍
参
謀
総
長
兼
戒
厳
司
令
官
に
は
全
斗
煥
に
同
調
し
た
陸
士
第
八
期
生
出
身
の
李
熺
性
が
就
任
し
た
）
34
（

。
こ
う
し
て
、
全
斗
煥
は
実
質

的
に
国
軍
を
掌
握
し
た
）
35
（

。
の
み
な
ら
ず
、
競
合
す
る
中
央
情
報
部
も
無
力
化
さ
れ
、
国
軍
に
対
抗
で
き
る
組
織
も
な
く
な
っ
た
。

全
斗
煥
が
率
い
た
部
隊
は
、
陸
士
第
一
一
期
生
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
軍
内
団
体
で
あ
る
一
心
会
（
ハ
ナ
会
）
が
中
心
で
あ
っ
た
。
全
斗

煥
と
そ
の
次
期
大
統
領
で
あ
る
盧
泰
愚
も
ま
た
第
一
一
期
生
で
あ
る
。
第
一
一
期
生
後
と
そ
れ
以
前
の
陸
士
生
が
異
な
る
の
は
、
教
育
期
間

で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
教
育
期
間
が
四
年
と
な
っ
た
の
は
第
一
一
期
生
か
ら
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
そ
れ
に
対
す
る
自
尊
心
が
高
か
っ
た
。

一
心
会
で
は
第
一
一
期
生
以
降
、
一
期
生
ご
と
に
約
一
〇
名
程
度
の
学
生
を
選
抜
し
て
入
会
さ
せ
て
お
り
、
一
心
会
員
は
比
較
的
出
世
も
早

か
っ
た
）
36
（

。
い
わ
ば
、
全
斗
煥
に
従
っ
た
の
は
陸
軍
の
エ
リ
ー
ト
集
団
で
も
あ
り
、
鄭
昇
和
逮
捕
後
は
対
立
で
き
る
派
閥
も
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
戒
厳
司
令
官
を
逮
捕
し
た
時
点
で
は
、
全
斗
煥
は
軍
隊
を
掌
握
し
た
の
み
で
、
政
権
を
掌
握
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
二

月
一
二
日
の
鄭
昇
和
逮
捕
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
（
一
二
・
一
二
ク
ー
デ
タ
ー
）
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
う
よ
り
も
、
軍
隊
内

の
粛
清
と
理
解
で
き
よ
う
。
全
斗
煥
が
政
権
を
掌
握
す
る
の
は
、
各
地
の
政
治
家
や
学
生
に
よ
る
政
治
活
動
を
抑
え
て
か
ら
で
あ
る
。
一
二

月
二
一
日
に
崔
圭
夏
は
正
式
に
大
統
領
に
就
任
し
、
朴
正
煕
政
権
期
に
追
放
や
軟
禁
さ
れ
て
い
た
学
生
や
政
治
家
を
復
権
す
る
処
置
を
行
っ

た
。
そ
の
た
め
、
各
地
で
政
治
活
動
が
活
発
と
な
り
、
デ
モ
も
増
大
し
始
め
た
。

全
斗
煥
は
四
月
一
四
日
に
中
央
情
報
部
部
長
に
就
任
し
、
そ
れ
ら
の
政
治
活
動
も
抑
制
し
始
め
た
。
さ
ら
に
、
五
月
一
七
日
に
国
防
部
で

全
軍
主
要
指
揮
官
会
議
が
開
催
さ
れ
、
戒
厳
令
を
全
国
に
拡
大
す
る
非
常
戒
厳
令
拡
大
措
置
を
宣
布
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は
崔
圭

夏
大
統
領
が
開
催
し
た
国
務
会
議
で
も
承
認
さ
れ
た
。
一
七
日
二
四
時
に
非
常
戒
厳
令
拡
大
措
置
が
宣
布
さ
れ
る
と
、
戒
厳
司
令
部
は
戒
厳
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布
告
第
一
〇
号
に
よ
っ
て
、
政
治
活
動
の
禁
止
と
言
論
の
検
閲
、
全
大
学
の
休
校
、
ス
ト
ラ
イ
キ
禁
止
な
ど
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
、
国
会

を
占
領
し
、
著
名
な
政
治
家
を
拘
束
し
た
。
こ
れ
は
五
・
一
七
ク
ー
デ
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
37
（

。

軍
隊
や
政
府
で
ク
ー
デ
タ
ー
に
反
対
す
る
勢
力
は
い
な
か
っ
た
が
、
市
民
や
学
生
は
反
発
し
た
。
民
主
化
の
象
徴
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た

金
大
中
の
拘
束
に
よ
っ
て
、
一
八
日
に
金
大
中
の
勢
力
基
盤
で
あ
る
光
州
市
で
は
学
生
と
戒
厳
部
隊
の
衝
突
が
起
こ
り
、
翌
一
九
日
に
は
市

民
と
戒
厳
部
隊
の
衝
突
も
始
ま
っ
た
。
二
一
日
に
は
空
挺
部
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
一
斉
射
撃
が
始
ま
り
、
市
民
は
地
方
の
武
器
庫
を
襲
撃
し

て
武
装
し
、
対
抗
し
た
。
し
か
し
、
一
度
市
外
に
出
て
光
州
市
を
包
囲
し
て
い
た
戒
厳
部
隊
が
二
七
日
に
市
内
に
突
入
し
、
市
民
を
指
揮
し

て
い
た
指
導
者
達
も
射
殺
さ
れ
、
光
州
市
は
鎮
圧
さ
れ
た
。

し
か
も
、
光
州
事
件
に
よ
っ
て
、
全
斗
煥
の
政
権
掌
握
が
表
面
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
戒
厳
業
務
を
強
化
す
る
た
め
に
五
月
三
一
日
に
崔

圭
夏
を
議
長
と
す
る
国
家
保
衛
非
常
対
策
委
員
会
が
成
立
し
た
。
六
月
五
日
に
は
国
家
保
衛
非
常
対
策
委
員
会
の
業
務
を
日
常
的
に
遂
行
す

る
た
め
に
、
全
斗
煥
を
委
員
長
と
す
る
国
家
保
衛
非
常
対
策
常
任
委
員
会
が
成
立
し
た
。
国
家
保
衛
非
常
対
策
委
員
会
と
国
家
保
衛
非
常
対

策
常
任
委
員
会
は
、
形
式
的
に
は
大
統
領
で
あ
る
崔
圭
夏
を
補
佐
す
る
機
関
で
あ
る
が
、
戒
厳
令
下
で
は
実
質
的
な
権
力
は
国
家
保
衛
非
常

対
策
常
任
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
全
斗
煥
が
握
っ
た
。
ま
た
、
国
家
保
衛
非
常
対
策
委
員
会
は
全
委
員
（
議
長
除
く
）
二
六
名
中
一
六
名

が
現
役
軍
人
で
あ
り
、
国
家
保
衛
非
常
対
策
常
任
委
員
会
は
全
委
員
三
〇
名
中
、
一
八
名
が
現
役
軍
人
で
あ
っ
た
）
38
（

。
国
家
保
衛
非
常
対
策
常

任
委
員
会
は
、
実
質
的
に
軍
事
政
権
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

実
質
的
な
権
力
が
な
く
な
っ
た
崔
圭
夏
が
八
月
一
六
日
に
大
統
領
を
辞
任
す
る
と
、
八
月
二
二
日
に
退
役
し
た
全
斗
煥
が
九
月
一
日
に
大

統
領
に
就
任
し
た
。
一
〇
月
一
七
日
に
は
憲
法
が
改
正
さ
れ
て
大
統
領
の
任
期
が
七
年
と
な
り
、
一
九
八
一
年
三
月
三
日
に
全
斗
煥
は
新

憲
法
の
下
で
、
再
び
大
統
領
に
就
任
し
、
五
・
一
七
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
一
〇
ヶ
月
で
名
目
共
に
全
斗
煥
は
国
家
権
力
を
掌
握
し
た
と
い
え
よ

う
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
韓
国
に
お
け
る
三
つ
の
事
例
に
お
い
て
、
命
令
系
統
と
ク
ー
デ
タ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
一
九
五
二
年
五
月

二
六
日
の
釜
山
政
治
波
動
で
は
、
李
承
晩
大
統
領
と
国
会
が
対
立
す
る
中
で
、
大
統
領
が
発
し
た
戒
厳
令
と
議
員
拘
束
に
反
発
し
た
軍
人
が

ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
陸
軍
参
謀
本
部
で
は
、
朴
正
煕
な
ど
が
李
承
晩
大
統
領
に
反
発
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
主
張
し

た
も
の
の
、
劉
載
興
な
ど
が
李
承
晩
大
統
領
と
対
立
し
な
が
ら
も
中
立
を
守
ろ
う
と
し
た
た
め
、
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

総
参
謀
長
で
あ
る
李
鍾
賛
も
、
中
立
を
守
ろ
う
と
し
た
た
め
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
軍
隊
内
の
対
立
が
、
ク
ー
デ

タ
ー
を
不
可
能
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」
が
、
軍
隊
の
政
治
介
入
を
抑
制
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
実

際
に
李
承
晩
は
、
そ
の
後
も
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
を
利
用
し
な
が
ら
、
軍
隊
を
統
制
し
て
い
っ
た
。

一
九
六
一
年
五
月
一
六
日
の
朴
正
煕
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
で
は
、
デ
モ
の
多
発
に
よ
っ
て
政
府
が
機
能
せ
ず
、
整
軍
運
動
を
め
ぐ
る
対
立

で
国
軍
も
分
裂
し
、
賛
成
派
も
反
対
派
も
没
落
す
る
中
で
、
賛
成
派
が
中
立
的
な
軍
人
を
巻
き
込
ん
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
。「
①
軍

隊
内
の
派
閥
抗
争
」
は
残
っ
て
い
た
が
、
中
立
的
な
軍
人
も
含
ん
だ
多
数
派
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
っ
た
た
め
、
成
功
し
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

た
だ
し
、
軍
隊
内
の
対
立
が
残
さ
れ
た
ま
ま
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
た
め
、
反
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
っ
た
。
実
際
に
、「
③

軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
と
し
て
の
国
連
軍
司
令
部
に
よ
る
反
撃
計
画
は
存
在
し
た
。
そ
れ
が
、
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
傘
下
の
韓

国
軍
部
隊
の
多
く
が
ク
ー
デ
タ
ー
に
賛
成
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
に
賛
成
し
た
軍
人
が
、
反
対
し
た
軍
人
よ
り
も
多
か
っ

た
こ
と
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
成
功
に
導
い
た
と
い
え
よ
う
。



287 韓国におけるクーデターの失敗と成功の要因

し
か
し
、
軍
隊
内
に
反
対
派
は
残
っ
て
い
た
の
で
、
朴
正
煕
は
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
政
権
を
掌
握
し
た
後
に
、
中
央
情
報
部
を
創
設
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
対
す
る
可
能
性
が
あ
る
軍
人
を
粛
清
し
て
い
っ
た
。「
③
軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
軍
隊

内
の
派
閥
抗
争
が
な
く
な
っ
て
も
、
軍
隊
を
掌
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
派
閥
抗
争
が
残
さ
れ
た
ま
ま
成
立
し
た
軍

事
政
権
は
、
当
初
は
不
安
定
で
あ
り
、
新
憲
法
に
よ
る
民
政
移
管
ま
で
に
は
二
年
七
ヶ
月
が
か
か
っ
た
。

一
九
七
九
年
一
二
月
一
二
日
の
全
斗
煥
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
朴
正
煕
大
統
領
暗
殺
の
捜
査
過
程
に
お
い
て
、
全
斗
煥
が
対
立
し
て
い

る
鄭
昇
和
を
武
力
で
逮
捕
し
た
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
う
よ
り
も
、
軍
隊
内
の
粛
清
と
理
解
で
き
よ
う
。
全
斗

煥
が
率
い
る
一
心
会
は
軍
隊
内
の
エ
リ
ー
ト
集
団
で
あ
り
、
鄭
昇
和
逮
捕
後
に
対
立
で
き
る
派
閥
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
軍
隊
に
対
抗
で
き

る
中
央
情
報
部
は
朴
正
煕
暗
殺
に
よ
っ
て
捜
査
の
対
象
と
な
っ
て
無
力
化
さ
れ
て
い
た
た
め
、
全
斗
煥
は
国
軍
を
含
め
た
す
べ
て
の
武
力
を

掌
握
し
た
。
そ
の
た
め
、「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」
と
「
③
軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
が
な
く
な
り
、
ク
ー
デ
タ
ー
が
可
能
な
状
態
に

な
っ
た
と
い
え
る
。

実
際
に
全
斗
煥
が
政
権
を
掌
握
し
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
五
月
一
七
日
に
非
常
戒
厳
令
拡
大
措
置
を
宣
布
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
措
置

に
反
対
す
る
民
間
人
を
武
力
で
抑
え
込
ん
だ
光
州
事
件
を
経
た
後
に
、
国
家
保
衛
非
常
対
策
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
軍
事
政
権
が
成

立
し
た
。
す
で
に
軍
隊
内
の
粛
清
は
終
わ
っ
て
お
り
、
全
斗
煥
は
軍
隊
を
掌
握
し
て
い
た
の
で
、
政
府
や
軍
隊
内
で
反
対
す
る
も
の
は
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
憲
法
下
で
全
斗
煥
が
大
統
領
に
就
任
し
て
、
民
政
移
管
に
至
る
ま
で
は
一
〇
ヶ
月
し
か
か
か
ら
な
か
っ

た
。以

上
の
よ
う
に
、
三
つ
の
事
例
か
ら
、「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」
と
「
③
軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
抑
制
す
る

要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
釜
山
政
治
波
動
や
全
斗
煥
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
は
、「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」
ま
た
は
「
③

軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
が
あ
れ
ば
、
ク
ー
デ
タ
ー
が
抑
え
ら
れ
、
な
け
れ
ば
ク
ー
デ
タ
ー
を
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
朴
正
煕

の
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」
や
「
③
軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
抑
え
ら
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れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
朴
正
煕
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
は
、「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」
や
「
③
軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
も
存
在
し
た
が
、

ク
ー
デ
タ
ー
そ
の
も
の
は
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
朴
正
煕
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
も
「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」
や
「
③
軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
に
よ
っ
て
、
ク
ー
デ
タ
ー
が
失

敗
す
る
可
能
性
は
あ
っ
た
し
、
ま
た
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
軍
隊
掌
握
の
た
め
に
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。「
①
軍
隊
内
の
派
閥
抗
争
」
や
「
③

軍
隊
に
対
抗
で
き
る
組
織
」
は
、
た
と
え
ク
ー
デ
タ
ー
そ
の
も
の
を
抑
え
ら
れ
な
く
て
も
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
一
定
の
支
障
を
与
え
て
い
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
。
軍
隊
の
命
令
系
統
の
分
割
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
発
生
を
抑
え
る
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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